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跨

1

 

史
及
か
規
情
の
三
部
に
分
ち

 
>
 

鎌
躲
に
於
て
投 

機
取
引
の
意
義
を
就
明
し
て
投
機

i

賭
傅
と
の
異
同
を 

示
し
、
投
機
の
目
的
物
が
具
備
ず
き

一

個
の
要
件
を 

攀
げ
、
次
に
投
機
市
場
投
機
取
引
の
效
用
及
ぴ
投
機
業 

の
發
腐
を
論
卞0

第
二
、
歷
皮
の
部
に
於
て
は
德

M

幕
府 

蹄
代
の
米
穀
取
引
所
の
發
雄
と
盛
衰
を
錄

B

、
且
維
新 

以
後
に
於
け
る
米
穀
許
に
他
の
商
品
及
糖
式
取
引
所
の 

發
厲
を
說
く
こi

詳
な
ろ
。
第
！

 ！  

青
の
部
に
て
取

S
； 

所
の
構
成
、
投

機

の.

®

用
手
段
を
險
述
し
、
最
後
に 

取
引
所
の
營
業
に

W

ず
る
有S

な
る
統
計
を 

.

取
引
所
繼
續
間
題
の

®

し
き
今
日
吾
人
は
®
引
所
論 

の
大
家
の
擎
に
成
る
此
好
參
考
書
を
格
お
る
を
；

^

し
、 

且
つ
著
者
の
努
を
多
と
せ
ず
る
ぺ
か
ら
す
。
吾
\
ま
取 

所
政
策
論
を®

す
る
ホ
書
の
下
卷
が

‘j

日
ダ
早
，く
上 

梓
せ
ら
れ
ん
こ

-
V

を
®

望
し
て
已
ま
ざ.

る
な
ろ
。

歉
司
鶴
社
會
問
題
.の
根
本
觀
念

大
正
ニ
年
五
月
鼓
文
前
發
行 

斯
判
ニ1

百
七
十
直
定
偵
金
蠻

§

旨

錢

205

而
し
て
今
や
此
新
思
想
は
歐
米
の
思
想
界
を
風
靡
し 

終
に
我
國
を
侵
し
、
旣
に
多
く
の
歸
依
者
を
生
す
る
に 

至
'

多
^
^
學̂
を
街
ふ者

！：！

を
開
け
ぱ
べ
ル
グ
ゾ
ン 

を
語
ら
ざ
る
满
な
き
の
有
様
に
し
て
、
日
く
ベ
ル
グ
ソ 

ン
の
哲
學
と
救
育
、
0
く
べ
.
ル

グ

プ

ン

の

哲

學

と

可

，
 々

な
と
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
基
礎
i
し
て
®
々
の
社
會
問
題 

を
論
す
る
こ
.；̂
は
一
他
の
流
行
お
ら
ん
と
せ
る
れ
如
し 

k
ロ
A
が
此
處
に
紹
介
ず
る
飯
S
获
の『

社
會
間
題
の 

根
本
槪
念』

は
卽
ち
此
琉
行
の
産
物
の
一
な
-
:と̂
す
。
： 

本
書
は
；

t

戸
高
等
商
業
#
校
敎
授
律
村
秀
秘
氏
め
編
纂 

に

係

る

國

良

經

書

の

.一
に
し
て
、
其

第一

冊
は
大 

西
猪
之
助
氏
®r

商
闘
主
義
#』

な
る
が
本
書
は
其
第！

一
 

冊
な
著
激
は
先
づ
笨
と
社
會
問
題
の
根
本
原
因
に 

起
し
社
會
階
級
、
社
會
M

の
發
展
を
論
t
轉
b
て
此 

社
會
間
題
の
傷
決
に
關
す
る
學
說
、
卽
ち
個
人
主
義
、 

社
會
主
義
及
び
社
會
改
A
主
義
を
ぱ
ベ
ル
グ
ソ
ン
式
哲 

學
の
立
脚
地
ょ
6
評
説
し
て
社
會
改
&
主
義
を
以
て
最 

善
の
策
な
-
と̂
の
結
論
を
與
へ
お
タ
。行
文
流
暢
玲
瑞
、

批
評
と
糾
介

'

M
 

力I
I

P
,

斬

に

撒
.

ぎ

去

6

た

る

十

九

世

紀

は

人

類

の

經

激

©

生 

'

活

の

大

發

腰

時

代

ギ

る

，i

同

源

に

科

學

の

全

盛

蹄
 

る

の

觀

あ

6

き

。
，然

る
，
.に

其

未

葉

に

至

&

て

佛

國

の

，哲
 

學者ベルグゾンは

，1
.

新

思

想

を
®

吹

せ

る

に

大

に

世

：
 

人

の

歡

迎

す

る

所

と

爲

れ

6

。世にベルグソンの

®

 

學
し

‘

知

ら

る

、
ダ

の

創
^

れ

也

。

氏

の

は

. 

要

す

る

に

宿

命

論

を

根

抵

よ
'O

v

否

認

ず

る

ゼ

の

に

，し
て 

科

學

の
.

機

咸

に

對

す

る

f

の

反

動

と

し

て

起

れ

る

思

想

：
 

に

外

な

ら

す

。

而

し

て

宿

命

論

ほ

嚴

密

な

る

斜

學

的

見
 

解

を

前

提

と

せ

る

ダ

の

に

し

て

從

て

科

寧

的

立

脚

地

よ
 

6

し

て

は

如

何

ダ

る

能

織

を

弄

す

る

ダ

之

を

否

定

す

る
 

こ

ど

能

は

ざ

る

と

，
同

#

に

、

ベ

ル

グ

ソ

ン

主

義

は

科

學
 

上

何

等

の

償

艦

を

有

せ

ざ

る

ダ

の

な

云

ひ

得

ぺ

し
 

然

か

？

世
人
だ

此
主

義

を

目

す

る

猶

ほ

阜

夭

に

雲

覚

を
 

望

む

が

如

き

の

觀

あ

る

は

何

故

な

る

か
Q

叢

し

精

纖

藤

な
る
科
#
御
推
臉
は
幼
蹄
よ
-
推
理
的
思
索
の
經
驗 

を
有
せ
ざ
る
者
を
し
て
漸
や
く
倦
愈
を
戚
せ
し
む
る
に 

至
れ
る
を
以
て
な
る《

し
。

n

f

,
1
1

何
事
な
ベ
ル
グ
ゾ
ン
化
ず
る
は1
世
の
流
行
お
ら
ん 

と
ず
る
傾
向
あ
る
は
旣
に
述
べ
お
る
が
如
く
な
る1SP、 

我
画
に
於
け
る
社
會
政
策
の
ベ
ル
グ
ゾ

ン
化
は
吾
人
の 

知
る
所
に
據
れ
ぱ
本
書
を
以
で
厳
初
の
試
み
と
爲
す
。
 

吾
人
は
著
者
の
創
見
と
大
勝
と
に
敬
服
せ
ざ
る
^
^
^
,
卞 

.而
ダ
是
れ
本
書
の
長
所
お
る
I
J同
#
に
紐
所
な
る
ぞ
是 

非
な
け
れ
。
箸
者
は
深
く
ベ
ル
グ
ゾ
ン
の
哲
學
を
謝
架 

す
る
と
な
く
し
て
此
哲
學
を
根
據
と
し
て
、
立
輸
せ
る 

の
結
巢
往ホ

#
}

强
附
會
の
誰
に
階
る
の
虞
あ
，

0
。

殊
に
，
 

社
會
改
良
主
義
を
以
て
ベ
ル
‘グ
ソ
ン
主
義
と1

致
せ
る
：
 

な
の
也
i
論
せ
る
の 

一gc

を
以V

然
6
と
す
。
ペ
ル
グ
；
 

ソ
ン
は

g
然
の
.科
#
的
將
梵
を
是
認
す
る
？
人
生
の
科 

學
的
研
究
を
否
走
せ
る
也
。
而
ぉ
社
會
改
良
主
義
は
人 

生
の
科
學
的
將
.究
に
其
；
^
礎
を
僵
く
な
の
な
.
と̂
す
？ 

然

ろ

と

雖

ミ

斯

る

批

評

は

或

は

望

®
.
:

§

な

る

ぺ

し

普
 

人

は

社

會

間

題

.に

.妮

账

を

る

？
！̂

者

に

對

し

て

本

書

一 

は】

讀
の
値
あ
る
ダ
の
と
し
て
推
擧
ず
る
を
僻
せ
す
。
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